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◎詳しくは、道農連ホームページ又は「北海道農村新聞」（年間購読料 1,800 円・税込）をご覧ください。 

 お申し込み・お問い合わせは、道農連事務局（℡011-241-5416）まで 

秋闘：酪農・畜産対策第２次中央行動を実施 

道農連は１２月１３・１４日、西原酪対

委員長ほか各地区代表計１７名により秋

闘：酪農・畜産対策第２次中央行動を実施

した。大野高志畜産部長をはじめ、農水省

生産局畜産部各課及び国際部、道選出国会

議員に対して、平成２９年度酪農・畜産政

策及び畜産物価格等について重点項目を

絞り要請した。あわせて、年内の大枠合意

に向けて山場とされた日ＥＵ・ＥＰＡ交渉

に関し、農畜産物の関税削減・撤廃の例外

措置の確保などを緊急要請した。 

 

１２月の活動記録（上記以外） 
２日 北見地区農連書記長会・事務担当者会議・青年部「合 

同研修会」  

       ５日 道農業青色申告会簿記記帳講習会（～７日） 

    ６日 三役会議 

    ８日 第３回組織財政委員会、第１回役員選考世話人会 

    ９日 てん菜協会第４回企画調整専門部会 

   １１日 全上川農民連盟組織結成７０周年記念式典・祝賀会 

   １７日 合成洗剤追放北海道連絡会第３３回北海道集会 

   ２０日 北海道農業再生協議会２８年度第３回臨時総会  

   ２１日 第２回役員選考世話人会 

   ２２日 食・みどり・水を守る道民の会総会 

 

 

  

  

 

201７年(平成 2９年)1 月１３日発行（第４６号） 

台風被災農家救援募金を道中央会に贈呈 

道農連は１２月６日、８月に全道を襲っ

た台風により被害を受けた被災地への救

援募金として、各地区農連から寄せられた

７０万円を北海道農業団体気象災害等対

策本部（同本部長＝飛田稔章ＪＡ道中央会

会長）に手渡した。 

 

全道委員長会議/アベノミクス農政打破を 

道農連は１２月７日、北海道自治労会館

（札幌）で全道地区・市町村組織委員長会

議を開催し、各地区市町村組織の代表者ら

１４７名が出席した。 

会議は２部構成で、第１部では、慶應義

塾大学経済学部教授の金子勝氏を迎え講演

会を開催。第２部の委員長会議では、ＴＰ

Ｐ、台風被害、基本農政及び業態別の秋闘

対策運動の取組経過（概要）について報告

した。また、ＴＰＰ断固反対運動の継続を

訴えるアピールとアベノミクス農政を打破

するアピールを満場一致で採択した。 

ＴＰＰを批准させない全国共同行動に参加/批准を受け委員長声明を発表 
 道農連の石川委員長らは１2 月８日・９日の両日、ＴＰＰ承認案・関連法案の採決が

９日の参議院ＴＰＰ特別委員会及び参議院本会議で可決・成立する見通しとなっていた

ことから、「ＴＰＰを批准させない全国共同行動」に参加した。石川委員長らは全国の仲

間とともに、東京・永田町の参議院会館前で抗議（座り込み）行動を実施。ＴＰＰ協定

の廃案を目指し、最後まで抗議の声をあげた。  

しかしながら、９日の参議院本会議では、ＴＰＰ協定承認案が可決成立するに至った。

それを受けて道農連は、「強引なＴＰＰ協定批准に断固抗議する委員長声明」を発表した。 

  

第６回執行委員会を開催 

道農連は１２月２１日、第６回執行委員

会を開催し、ＴＰＰ対策をはじめ、台風災

害対策や基本農政対策、各業態別など秋闘

対策の経過及び集約について協議した。 

また、第４４回定期総会を２月 13・14

日に札幌サンプラザで開催することなどを

決定した。 

１月の活動予定 
５日 連合北海道新年交礼会  

     １０日 三役会議 
   １２日 役員選考世話人会・４地区代表会議 

29年産馬鈴薯生産管理基準案に関する打合せ会議 

   １７日 書記長・事務局長会議（起草委員会） 
      第３回役員選考世話人会 
   １８日 会計監査   

   ２３日 第４回役員選考世話人会（予定） 

   ２４日 三役会議、第７回（最終）執行委員会 
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